
  
 

１．運用結果 

 リーダーを含む１０名で、小・中・特別支援学校（分校２校含む）及び前橋

高校の合計７０校に対し、オンライン支援または学校からの依頼による訪問支

援を行う体制を整えた。また、端末配付準備が必要な時期やアップデート作業

等が必要な時期は、計画的な訪問を行うこととした。 

センターでの勤務日はオンライン支援の他、資料作成、学校訪問している支

援員のバックアップ、リーダーなどによる研修等を行った。リーダーはフリー

で動けるようにし、GIGA 支援員への指導・助言等を行うとともに、校内研修支

援や資料等の作成および教師用ポータルサイトの運用等を行った。 

 

２．実際の支援内容の具体例 

・端末配付準備としての設定作業および配付時の説明支援 

・授業時におけるＩＣＴ活用支援や児童生徒への操作支援 

・Google Classroom のクラス作成及び活用支援 

・児童生徒用タブレットにおける不具合等の初期対応 

・アップデート作業 

・健康観察フォームの導入支援 

・リーダーによる校内研修支援 

 ※内容は主にミライシードや Google の活用研修等 

   

３．令和５年度の方針 

・令和４年度に引き続き、学校への支援を実施するため、 

令和５年度当初予算要求を行った。 

・オンライン支援の周知・利便性の向上を図ることとしたい。 

 

 1 学期 2 学期 3 学期 

オンライン支援 ５ １０ ４ 

訪問支援 ２４８ ３６６ ６２ 

研修支援 １５ １２ ４ 

資料１ 

GIGA スクール運営支援センター 

（拠点：総合教育プラザ） 

 

 

 

 

 

オンライン支援（拠点） 

〇 常駐職員による遠隔対応 

〇 学習者用端末を有効に利

用するための資料作成 

〇 教師用ポータルサイトの

運用 

訪問支援（各学校） 

〇 事前要請に基づく学校訪問 

〇 端末アップデートや設定変更

対応 

〇 授業中の機器操作支援 

〇 要望に応じた校内研修支援 

３ 報告事項（１）ア ＧＩＧＡスクール運営支援センター 



３ 報告事項（１）イ　学習者用端末の運用状況 （破損状況）

配置済台数 保守用台数

ｉＰａｄ（小中） 24,213 台 750 台 ※整備時 Chromebook（高）

時期 破損数 保守残数 時期 故障数 配置済台数 保守用台数

４月 16 台 518 台 ４月 0 台 720 台 21 台 

５月 22 台 496 台 ５月 0 台 ※整備時

６月 23 台 473 台 ６月 9 台

７月 20 台 453 台 ７月 2 台

８月 12 台 441 台 ８月 0 台

９月 35 台 406 台 ９月 5 台

１０月 26 台 380 台 １０月 2 台

１１月 44 台 336 台 １１月 6 台

１２月 21 台 315 台 １２月 0 台

合計 219 台 合計 24 台

※令和3年度　215台 ※令和3年度　2台
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　　　　　　　　　　　　　変更後のiPadのロック画面（小学校）



３ 報告（１）イ 学習者用端末の運用状況（通信量） 

１．通信量の多い児童生徒に対する基本的な対応方針 

(1)一ヶ月の通信量が２００GB以上だった児童生徒 

(2)二ヶ月連続で通信量が１００GB以上だった児童生徒 

(1)(2)のいずれかに該当する児童生徒には、以下の①～④を段階的に対応している。 

①注意喚起のメッセージをタブレットに送信  

②学校への通知  

③警告的メッセージをタブレットに送信  

④保護者に対し、スクリーンタイム（ｉＰａｄの利用制限機能）の案内 

２．令和４年９月以降の対応数と改善状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 １０月 １１月 １２月 

新規対象者
メッセージ１６人

改善されず
学校に通知１１人

改善されず
警告メッセージ

３人

改善されず
スクリーンタイム

の案内２人

改善された
１人

改善された
８人

改善された
５人

新規対象者
メッセージ５人

改善されず
学校に通知４人

改善されず

警告メッセージ
２人

改善された

２人
改善された

１人

新規対象者
メッセージ１８人

改善されず
学校に通知５人

改善された
１３人

新規対象者
メッセージ１４人

３．今後の対応等について 

 月により多少の差異はあるが、メッセージ送信等の対応

を行うことにより、ある程度改善を促すことができてい

る。 

 さらに今後は、全児童生徒を対象とした適切な使用方法

についての指導や家庭への啓発等を進めていきたい。 

アプリを用いて個々に通信量を把握してもらう方法に

ついては検討が必要な状況であるため、まずはｉＰａｄ本

体の機能を用いてタブレットの使用状況の概要を把握す

る方法を周知することで、児童生徒や家庭の意識を高めて

いきたいと考える。 
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 通信量（GB） 使用率 

Ｒ４・１月 ５７，５６３ ４６％ 

２月 ６２，３６０ ５０％ 

３月 ５５，７６０ ４５％ 

４月 ５３，０１８ ４３％ 

５月 ６０，９３１ ４９％ 

６月 ６４，１１９ ５２％ 

   ７月 ６２，２０９ ５０％ 

８月 ４５，７６１ ３７％ 

９月 ６８，２１６ ５５％ 

１０月 ６６，１４４ ５３％ 

１１月 ６４，１０７ ５２％ 

１２月 ６５，７５２ ５３％ 

 

通信量の状況（小・中・特支・高合計２４，９３３回線分） 

→市全体の契約通信量１２４，６６５GB／月（1人５GB／月） 

※５月からは２４，８８８回線で契約しているため、 

１２４，４４０GB／月（1人５GB／月） 

 

① 

① 

① 

① 

② 

② 

② 

③ 

③ 

④ 



インターネット検索

効果・期待 利活用

資料4－１３　報告事項　（1）ウ　タブレット活用アンケート結果

学校での利用（小学生）

学校での利用（中学生）

家での利用（小学生）

家での利用（中学生）

教育効果（小学生）

教育効果（中学生）

教育効果（教職員）

教育効果（保護者）



画像や動画利用

効果・期待 利活用

資料4－２３　報告事項　（1）ウ　タブレット活用アンケート結果

教育効果（小学生）

教育効果（中学生）

教育効果（教職員）

学校での利用（小学生）

学校での利用（中学生）

家での利用（小学生）

家での利用（中学生）教育効果（保護者）



学習支援アプリ

効果・期待 利活用

資料4－３３　報告事項　（1）ウ　タブレット活用アンケート結果

個別最適化（小学生）

協働的な学習（小学生）

個別最適化（中学生）

協働的な学習（中学生）

学校での利用【個別最適化】（小学生）

学校での利用【協働的な学習】（小学生）

学校での利用【個別最適化】（中学生）

学校での利用【協働的な学習】（中学生）



デジタル配信と回収

効果・期待 利活用

資料4－４３　報告事項　（1）ウ　タブレット活用アンケート結果

デジタル配信で省力化（教職員）

デジタル配信で省力化（保護者）

アンケート回収で省力化（教職員）

アンケート回収で省力化（保護者）

デジタル配信の頻度（教職員）

デジタル配信の確認（保護者）
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(2)各 部 会 の 取 組 状 況 に つ い て  

ア  Ｉ Ｃ Ｔ 基 盤 整 備 部 会  

 議 論 テ ー マ  充 実 期 に お け る Ｉ Ｃ Ｔ 基 盤 の 活 用  

 

(ｱ)  シ ン グ ル サ イ ン オ ン に よ る 効 率 化 の 向 上  

増 加 す る 学 習 ソ フ ト ウ ェ ア 等 に 係 る 教 職 員 の 負 担 軽 減 の た め 、 １ 度 の ユ ー ザ ー 認 証 に よ っ て 複

数 の シ ス テ ム の 利 用 が 可 能 と な る 仕 組 み「 シ ン グ ル サ イ ン オ ン 」の 導 入 を 推 進 す る こ と を 決 定 。  

Goo gle ア カ ウ ン ト を 活 用 し て 、 一 つ の 入 口 か ら 複 数 の 学 習 ソ フ ト ウ ェ ア を ま と め て 活 用 で き る

学 習 e ポ ー タ ル「 L-Ga te」の 利 用 を 開 始 し た 。ま た 、学 習 ソ フ ト ウ ェ ア「 ミ ラ イ シ ー ド 」に つ い

て も Googl e ア カ ウ ン ト で の シ ン グ ル サ イ ン オ ン を 開 始 し た 。  

今 年 度 参 画 し て い る 文 部 科 学 省 の 学 習 者 用 デ ジ タ ル 教 科 書 実 証 事 業 に お い て 、 教 科 書 会 社 が 異

な る こ と で 複 数 の ア カ ウ ン ト の 管 理 が 必 要 と な り 、教 職 員 の 負 担 増 加 が 懸 念 さ れ た が 、「 L-Gate」

の 導 入 に よ り 、 学 習 者 用 デ ジ タ ル 教 科 書 を 一 つ の 入 口 か ら シ ン プ ル に 活 用 す る こ と が 可 能 と な

っ た 。  

 

(ｲ)  教 職 員 端 末 の 学 校 外 の 活 用 に つ い て  

運 用 ル ー ル の 策 定 が 必 要 と の 意 見 が あ り 、継 続 し て 事 例 や 意 見 を 集 め 検 討 し て い く こ と と し た 。 
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(ｳ)  学 校 毎 学 習 ソ フ ト ウ ェ ア 導 入 に つ い て  

Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 も 本 格 稼 働 や 、現 行 の 教 育 情 報 基 盤 の 稼 働 か ら ２ 年 目 に 入 り 、学 校 独 自 の

学 習 ソ フ ト ウ ェ ア を 導 入 し た い と の 要 望 が さ れ る よ う に な っ た 。  

そ こ で 、 学 校 別 に 指 導 者 端 末 等 に ブ ラ ウ ザ 版 の ソ フ ト ウ ェ ア の 導 入 希 望 が あ っ た 場 合 の 取 扱 い

を 検 討 し た 。  

全 校 利 用 し な い 場 合 の シ ン グ ル サ イ ン オ ン 利 用 希 望 に 係 る Goog leW or ksp ac e の 設 定 変 更 と セ キ

ュ リ テ ィ の バ ラ ン ス の 問 題 や 、 無 償 提 供 の サ ー ビ ス に 係 る セ キ ュ リ テ ィ の 取 扱 い に 課 題 が あ る

こ と を 確 認 し た 。  

今 後 、各 学 校 の 導 入 希 望 に 対 応 し な が ら 、事 例 や 意 見 を 集 め て 、運 用 ル ー ル の 策 定 を 目 指 す こ と

と し た 。  

 

(ｴ)  次 期 教 育 情 報 基 盤 の 調 達 に つ い て  

現 在 の 教 育 情 報 基 盤 の 課 題 や 、次 期 教 育 情 報 基 盤 に 求 め る 要 件 を 部 会 で 話 し 合 い 、本 委 員 会 各 部

会 を 通 じ て 学 校 現 場 等 か ら の 意 見 を 集 約 し 、 令 和 ８ 年 １ ０ 月 の 正 式 稼 働 を 目 指 す こ と と し た 。  

議 論 の 中 で 、 現 在 の 校 務 系 （ 個 人 情 報 系 ）、 指 導 者 系 （ イ ン タ ー ネ ッ ト 系 ） 等 、 セ キ ュ リ テ ィ を

担 保 す る た め ネ ッ ト ワ ー ク を 分 割 し て 運 用 す る こ と で 、 何 度 も ロ グ イ ン 認 証 し な け れ ば な ら な

い 労 力 の 負 担 や 、ネ ッ ト ワ ー ク 間 で の デ ー タ 連 携 が 行 え な い 等 課 題 が 提 起 さ れ た 。ま た 、ク ラ ウ

ド 化 や ゼ ロ ト ラ ス ト の 考 え 方 が 必 要 で は な い か と の 意 見 や 、 校 務 系 ネ ッ ト ワ ー ク の あ り 方 に つ

い て 、セ キ ュ リ テ ィ 担 保 の 観 点 か ら 、国 や 他 の 地 方 自 治 体 の 動 向 を 注 視 し な が ら 慎 重 に 判 断 す る

必 要 が あ る の で は な い か 、 と の 意 見 が あ っ た 。  
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イ  校 務 支 援 部 会  

  議 論 テ ー マ  教 職 員 の 多 忙 化 軽 減 の た め の 取 組  

 

  ( ｱ) 配 布 物 等 の デ ジ タ ル 配 信 ・ 回 収 の 推 進  

    デ ジ タ ル 配 信・回 収 の 効 果 や 、各 学 校 現 場 の 状 況 を 確 認 し 、今 後 も デ ジ タ ル 配 信・回 収 を 推 進 す

る こ と と し た 。  

    議 論 の 中 で 、 電 子 化 ペ ー パ ー レ ス に よ る 教 職 員 間 の や り と り の 効 率 化 や 、 保 護 者 と の 連 絡 の 円

滑 化 、 印 刷 用 紙 の 使 用 量 削 減 な ど の 実 践 し て い る 学 校 で の 成 果 を 共 有 し た 。  

 

  ( ｲ) 健 康 観 察 ・ 出 欠 席 連 絡 の デ ジ タ ル 化  

    先 行 実 施 校 の 事 例 を 参 考 に 、 Goog le フ ォ ー ム お よ び ス プ レ ッ ト シ ー ト の 書 式 を 作 成 し 、 各 学 校

へ 提 案 し た 。  

    議 論 の 中 で 、コ ロ ナ 禍 に お い て 、健 康 観 察 、欠 席 連 絡 の 負 担 が 学 校 現 場 で 高 ま っ て お り 、既 に 実

践 し て い る 学 校 に お い て は 、デ ジ タ ル 化 に よ る 校 務 負 担 の 軽 減 が 図 ら れ て い る 旨 、成 果 を 共 有 し

た 。  

書 式 提 案 後 、 健 康 観 察 ・ 欠 席 連 絡 で デ ジ タ ル 化 書 式 を 活 用 す る 学 校 が 広 が っ て い る 。  

 

  ( ｳ) Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 校 務 の 効 率 化 に 関 す る ア ン ケ ー ト の 実 施  

    教 職 員 を 対 象 に ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、ICT を 活 用 し た 校 務 の 効 率 化 、実 践 例 や 、要 望・意 見 を 募

集 し 、 検 討 を 行 っ て い く 。  

ア ン ケ ー ト の 結 果 に つ い て は 「 資 料 ６ 」 の と お り 。  
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Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 校 務 の 効 率 化 ア ン ケ ー ト 結 果  

 

１  ア ン ケ ー ト 条 件  

(1)対 象  前 橋 市 立 の 幼 稚 園  な ら び に  小 ・ 中 ・ 特 別 支 援 ・ 高 等 学 校  

     常 勤 ・ 非 常 勤 の 教 職 員  約 ２ ， １ ０ ０ 人  

 (2)期 間  令 和 ４ 年 １ １ 月 ３ ０ 日  か ら  １ ２ 月 １ ３ 日  ま で  

 ( 3)方 式  Go og le フ ォ ー ム に よ る 任 意 回 答  

 

２  設 問  

 ( 1)  現 在 取 り 組 ん で い る 事 例 は あ る か 。  

 (2)  導 入 し て ほ し い も の や 仕 組 み ・ 改 善 案 は あ る か 。  

 

３  回 答 者 数  の べ ９ ３ ５ 人  

 

  

実 際 の ア ン ケ ー ト 画 面  
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４  回 答 結 果  

(1)  現 在 取 り 組 ん で い る 事 例  

ア  分 類 別  

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  使 用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

校 務 で の 利 用  

授 業 で の 利 用  

家 庭 と の 連 携  

そ の 他  

実践例回答数

340

内訳 124

64

145

7

分類別

校務での利用

授業での利用

家庭との連携

その他

340

内訳 215

23

14

8

80

Google

C4th

ミライシード

Microsoft

その他

使用アプリケーション

G o o g l e  

C 4 t h  

ミ ラ イ シ ー ド  

M i c r o s o f t  

そ の 他  

Google 215

フォーム 102

クラスルーム 77

ドライブ 12

ミート 7

カレンダー 5

ジャムボード 4

スライド 2

スプレッドシート 2

メール 1

チャット 1

サイト 1

その他 1

ウ  Goog le ア プ リ の 利 用 内 訳  
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 ウ  代 表 的 な 事 例  

(ｱ)  会 議 の 電 子 化  

会 議 資 料 の 電 子 化 に よ る 印 刷 時 間 、印 刷 用 紙 の 削 減 、校 務 支 援 シ ス テ ム C4th や Cla ss room の 掲

示 板 で の や り と り に よ り 拘 束 時 間 の 短 縮 に つ な が っ た 。ま た 、校 外 の 会 議 参 加 も オ ン ラ イ ン 会 議

が 増 え 移 動 時 間 削 減 に つ な が っ た 。  

(ｲ)  ア ン ケ ー ト 、 情 報 集 計 の 電 子 化  

Goo gle フ ォ ー ム を 利 用 す る こ と で 、 紙 に よ る ア ナ ロ グ 集 計 の 手 間 か ら 解 放 さ れ た 。  

(ｳ)  職 員 室 黒 板 か ら 大 型 デ ィ ス プ レ イ へ の 置 き 換 え  

行 事 情 報 、 職 員 の 動 静 の 管 理 画 面 を 直 接 表 示 す る こ と で 板 書 の 手 間 が な く な っ た 。  

(ｴ)  家 庭 と の 連 絡 の 電 子 化  

健 康 観 察 や 欠 席 連 絡 に Google フ ォ ー ム を 活 用 し 、電 話 が つ な が る タ イ ミ ン グ で し か や り と り で

き な い 状 況 か ら 保 護 者・学 校 と も に 解 放 さ れ た 。デ ー タ が 残 せ 、そ の ま ま 活 用 で き る の も 良 い 。  

配 布 物 印 刷 ・ 仕 分 け の 手 間 か ら 解 放 さ れ 、 子 供 と 向 き 合 う 時 間 の 確 保 に つ な が っ た 。  

ま た 、 Goog le カ レ ン ダ ー を 活 用 し て 三 者 面 談 、 学 習 参 観 の 日 程 調 整 を ス ム ー ズ に 行 え た 。  

(ｵ)  書 類 の 電 子 化 ペ ー パ ー レ ス と 情 報 共 有 ・ 活 用  

印 刷 用 紙 の 使 用 量 を 削 減 で き た 。紙 情 報 か ら パ ソ コ ン へ 転 記 入 力 す る 手 間 が な く 、す ぐ に 情 報 を

Google ド ラ イ ブ で 教 職 員 間 で 共 有 し た り 、 活 用 す る こ と が で き 効 率 化 に つ な が っ た 。  
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 ( 2)  導 入 し て ほ し い も の や 仕 組 み ・ 改 善 案 （ 回 答 数 上 位 １ ０ 件 抜 粋 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 意見概要 意見数

1 児童生徒健康観察、欠席連絡電子化 51

2
分割ネットワークの見直し、クラウド化、
ゼロトラスト

48

3
校務外部系ネットワーク（メール）
セキュリティと使い勝手のバランス見直し

38

4 各種書類の電子化ペーパーレス 38

5 校務支援システムのデータ連携 29

6 学習者用端末の教員への配備 23

7
預り金関係事務の改善（システム化、
電子マネー活用等）

23

8
ログイン認証仕様変更（顔認証改善、
ログイン負担の軽減）

22

9 ＩＣＴ関係サポートスタッフの拡充 22

10 教材書式、各種事務書式等の教職員間の共有 22

11 その他 404

合計意見数 720



授業支援部会の取組状況の報告 

 

○学習者用タブレットの活用促進策について 

（１）広がるタブレットひろばにおける活用事例の掲載 

 

 

 

 

 

 

 

【市教委提示様式】  【学校独自様式】 

 

・掲載数 ５０事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校訪問での直接支援・助言 

学校からの報告 

・班別協議を取り入れたことで、タブレットの効果的な活用について一人一人が発言す

ることができ、様々な意見を交流させることができた。また、各班に指導主事の先生

方が入って助言していただいたことで、とても有意義な研究会となった。 

・今回の授業は、導入、展開で ICT を使ったが、児童が価値を理解し、問題を自分事と

して考え、深めていくことには効果が薄いという結果でした。授業者は扱う道徳的価

値を十分に理解し、児童の実態把握、ねらい設定をし、授業をしっかり組み立てる必

要がり、ICTを使う方が、効果的・効率的な場面に ICTを取り入れるとよいというお話

をいただきました。 

（３）指定校による公開授業 
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総合教育プラザのICTに関わる研修について

０１１９授業支援部会資料

今年度行った２つの研修の成果と、来年度の２つの研修についてお伝えします。

１．つながるICTひろば

○今年度の成果
今年度は、個別学習におけるタブレット活用や校務におけるICT活用など、受講

者がより具体的な実践の場面をイメージしながら知識をインプットできる研修を
行った。研修参加人数は、昨年度のよりも減少したが、校内研修として学校全体で
参加した学校が数校あった。
また、研修内容を５分以内の短い内容にまとめた動画を、まえばしGIGAサポート

サイトに掲載することで、研修に参加できなかった先生方にとって、気軽に視聴で
きる環境を整えた。

○来年度の研修内容
第１回 はじめてのオクリンク
第２回 はじめてのGoogleクラスルーム・Googleフォーム
第３回 はじめてのムーブノート
第４回 はじめてのJamboard 学習者用ipad
第５回 はじめての学習者用デジタル教科書

２．ICT授業づくり研修

○今年度の成果
ICT活用の具体的な学習場面をイメージしながら教員のICT活用指導力向上を目的

に、全国的に著名な２名の講師を招聘し、研修を行った。受講者からは、研修内容
を自身の授業改善につなげていきたいという意見が多くあった。また、各校の実践
を共有する機会を設定し、各校の実践例や課題等の情報交換を行った。

○来年度の研修内容
第１回 １人１台端末環境における情報モラル指導
第２回 学校におけるICTを活用した学習場面
第３回 １人１台端末の活用における実践共有会
第４回 ICTを活用した個別最適な学びと協働的な学びによる新しい学びの実現
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前橋市情報セキュリティポリシー（教育情報系）の改定 

 

 

１ 改定予定年月日：令和５年４月１日 

 

 

２ 主な改定要因 

（１） 文部科学省による『教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン』の改定による改定 

  （ア）教職員等の利用する端末や電磁的記録媒体等の管理 

     ・パターンファイルから検出する手法、ふるまい検知による手法を追記。 

     ・不適切なウェブページの閲覧の防止策を講じる旨を追加。 

（イ）１人１台端末におけるセキュリティ 

・GIGA スクール構想における 1人 1台端末の整備に伴い、学校内外で利用する学習者用端末

に対してのセキュリティ対策を追加。 

  （ウ）組織体制 

CSIRT について、その説明を追加。 

 

（２）情報教育基盤入れ替えによる改定 

指導者系、校務外部系等の用語を定義。 

 

（３）機構改革による改定 

   学校教育課の再編、教育支援課の新設等による機構改革による改定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最高情報セキュリティ責任者＜副市長＞ 

統括教育情報セキュリティ責任者＜教育長＞ 

教育情報セキュリティ責任者 

＜教育次長・指導担当次長・デジタル政策担当部長未来創造部長

て長＞ 

教育情報システム管理者 

＜総務課長、学校教育課長、青少年課長、総合教育プラザ館

長、学務管理課長、教育支援課長 

教育支援課、情報政策課長＞ 

教育情報セキュリティ管理者 

＜各学校（園）長等＞ 

教育情報システム担当者 

CSIRT 

・デジタル政策担当部長 

未来創造部長（責任者）  

・指導担当次長 

・情報政策課長 

・学校教育課長 

・情報セキュリティに関する統

一的な窓口 

（情報政策課内） 
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令和 5年度前橋市教育情報システム利活用推進委員会体制（案）      令和 5年 4月 1日組織改革以降 
                                                    

 

 

 

 

前橋市教育情報システム 

利活用推進委員会 

 

【主管】総務課  

【構成】教育長、両次長、教委の各所

属長、情報政策課長、校長会代表、

教頭会代表、外部専門家 

【分掌】①教育情報利活用の推進 

    ②部会のとりまとめ 

【部会】・ＩＣＴ基盤整備部会 

・授業支援部会 

    ・校務支援部会 

【構成】学務管理課長、学校教育課長、総務課長 

【分掌】①学校現場の課題把握と解決 

    ②校務の DX 

〔Ｄ／Ｃ構築・開発時の臨時ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議〕 

【構成】学校教育・情報政策・学務管理の担当係

長及び係員、委託事業者 

〔通常時の連絡調整会議〕 

【構成】学校教育・情報政策の担当係長及び係

員、委託事業者 

教育情報連絡調整会議 

【構成】 

校長会代表者 

教頭会代表 

情報教育主任会代表 他 

行 政 側 

学 校 側 

【構成】学校教育課長、教育支援課長 

【分掌】①ICT 活用による授業改善・支援 

    ②情報教育及び研修 

〔必要に応じて開催〕 

主管：担当課 

構成：両次長、関係所属長 

分掌：各部会の課題協議及び調整 

【構成】学校教育課長、情報政策課長、

総務課長、学務管理課長、教育支援課

長、外部専門家 

【分掌】  ①システム全体の統括 

②委託事業者の管理・監督 

③市情報セキュリティと連携 

④学校側のニーズの把握 

⑤学校現場の状況把握 

情報教育主任会 
（指導係、教育研修係、情報教育推進係） 

事務職員会（教職員係、学校財務係） 

養護教諭会（学校保健係） 

情報教育主任会 
（情報教育推進係、指導係、教育研修係） 

【関係システム】 

 Google Workspace 
 for Education 

財務会計システム 

給与・旅費システム 

校務支援システム 

スポ振システム 

緊急メールシステム 

【関係事務】 

学校機器選定 

セキュリティ研修 

タブレット活用 

デジタル教科書 

Web ページ更新 

校務支援部会 

教科等主任会（指導係、教育研修係） 

 

授業支援部会 

企画設計・構築会議 

学校代表者会議 

運用管理会議 ＩＣＴ基盤整備部会 
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